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ダイヤモンド
Diamond
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　写真は岩石の中に含まれているダイヤ

モンドです。 右側に写っている黒い部分

が、 キンバーライトと呼ばれる火山岩の一

種です。 ダイヤモンドは、マントルの深い

ところでできた、 このキンバーライトマグマ

の上昇によって地表までもたらされます。

　天然に産出するダイヤモンドの形には、

六面体、 八面体、 十二面体のものがあ

り、 このうち八面体のものが最も多く産出

します。写真のダイヤモンドも八面体です。

しかし、 この写真をよく見ても八面体に見

えません。 それは表面がでこぼこしてい

るためです。 一つ一つのでこぼこは三角

形をしています。 この三角形はトライゴン

（trigons） と呼ばれ、 八面体のダイヤモン

ドでは普通に見ることができます。 トライゴ

ンができる理由は、 八面体のダイヤモン

ドが成長していく途中でできるという説と、

ダイヤモンドの表面が溶けてできる説との

二つがあります。 また、 ダイヤモンドの中

に黄色い粒が見えます。 これはダイヤモ

ンドができていく途中で、 周りにあったマ

ントルをつくる鉱物を取り込んだものです。

この鉱物は、 ダイヤモンドができたときの

環境を知る有力な手がかりとなります。


